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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 25日 (2004.10.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ は 略 同 一 形 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、
各 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ の 上 下 方 向 に お け る 略 中 央 位 置 に 、 左 右 に 対 向 す る 一 対 の 対 向 片
間 に お い て 直 線 的 に 延 在 す る 断 面 三 角 形 状 の 凹 部 で あ っ て 、 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ２ ４ か ら の
照 射 光 に よ り 明 輝 表 示 し 得 る １ 本 の 第 ２ の 線 状 部 (指 示 部 )２ ２ Ｂ お よ び 第 ３ の 線 状 部 (指
示 部 )２ ２ Ｃ が 対 応 的 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ
に お け る 夫 々 の 左 右 両 、 複 数 の 前 記 支 持 ロ ー ラ ３ ０ で 支 持 さ れ て い る 。 更 に 、 第 ２ お
よ び 第 ３ 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ の 夫 々 に 対 応 し 、 各 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ を 上 下 方 向 に 平 行
移 動 さ せ 得 る 前 記 第 １ 駆 動 手 段 １ ４ ａ ,１ ４ ａ と 、 当 該 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ の 平 行 移 動 開
始 お よ び 停 止 を 制 御 し 得 る 前 記 第 １ 駆 動 制 御 手 段 １ ６ ａ ,１ ６ ａ と を 備 え て い る 。 す な わ
ち 、 第 ２ お よ び 第 ３ 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ を 平 行 移 動 さ せ る こ と で 、 前 記 各 第 ２ お よ び 第
３ の 線 状 部 ２ ２ Ｂ ,２ ２ Ｃ も 夫 々 独 立 し て 平 行 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 前 記 透
視 窓 部 ４ ２ の 上 下 に 所 要 間 隔 で 離 間 し て 配 設 さ れ る 前 記 規 制 部 材 に 当 接 す る こ と で 、 前 記
第 ２ お よ び 第 ３ 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２ ｃ の 平 行 移 動 範 囲 が 規 制 さ れ て 、 各 透 明 板 １ ２ ｂ ,１ ２
ｃ の 前 記 各 支 持 ロ ー ラ ３ ０ か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 矩 形 枠 体 １ ３ ａ の 後 側 に 位 置 す る 前 記 円 形 枠 体 １ ３ ｂ の 中 心 は 、 前 記 透 視 窓 部 ４ ２
の 略 中 心 に 一 致 す る と 共 に 、 透 視 窓 部 ４ ２ の 内 部 に 露 出 し な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、
前 記 円 形 枠 体 １ ３ ｂ の 外 周 縁 部 に は 、 複 数 の 前 記 支 持 ロ ー ラ ３ ０ が 当 接 さ れ て 、 略 垂 直 面
内 で 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 更 に 、 前 記 第 動 手 段 １ ４ ｂ の 駆 動 ロ ー ラ ２ ９ が 、 前
記 円 形 枠 体 １ ３ ｂ の 外 周 縁 部 に 当 接 す る 状 態 で 配 設 さ れ て お り 、 該 第 動 手 段 １ ４ ｂ の
正 逆 回 転 に よ っ て こ の 円 形 枠 体 １ ３ ｂ を 正 逆 回 転 す る よ う 構 成 さ れ る 。 更 に ま た 、 こ の 第
２ 駆 動 手 段 １ ４ ｂ の 回 転 開 始 、 回 転 停 止 、 回 転 方 向 お よ び 回 転 速 度 が 、 前 記 第 ２ 駆 動 制 御
手 段 １ ６ ｂ に よ っ て 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。

側 は
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